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衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
北
朝
鮮
に
よ
る
長
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
予
告
に
対
す
る
政
府
の
対
応
に
関
す
る

質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

平
成
二
十
一
年
三
月
十
二
日
午
後
（
日
本
時
間
）
、
北
朝
鮮
は
、
国
際
海
事
機
関
に
対
し
て
御
指
摘
の
通
報
を
行
っ
た
旨

の
発
表
を
し
、
ま
た
、
同
日
夜
（
日
本
時
間
）
、
ロ
ン
ド
ン
に
あ
る
同
機
関
事
務
局
は
、
我
が
国
を
含
む
同
機
関
の
加
盟
国

に
対
し
て
、
北
朝
鮮
か
ら
御
指
摘
の
通
報
が
な
さ
れ
た
旨
の
連
絡
を
行
っ
た
。

二
に
つ
い
て

防
衛
大
臣
は
、
自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
八
十
二
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、

�

弾
道
ミ
サ
イ
ル
等
（
弾
道
ミ
サ
イ
ル
そ
の
他
そ
の
落
下
に
よ
り
人
命
又
は
財
産
に
対
す
る
重
大
な
被
害
が
生
じ
る
と
認

め
ら
れ
る
物
体
で
あ
っ
て
航
空
機
以
外
の
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
我
が
国
に
飛
来
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
そ
の

落
下
に
よ
る
我
が
国
領
域
に
お
け
る
人
命
又
は
財
産
に
対
す
る
被
害
を
防
止
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

内
閣
総
理
大
臣
の
承
認
を
得
て
、
自
衛
隊
の
部
隊
に
対
し
、
我
が
国
に
向
け
て
現
に
飛
来
す
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
等
を
我
が

国
領
域
又
は
公
海
（
海
洋
法
に
関
す
る
国
際
連
合
条
約
（
平
成
八
年
条
約
第
六
号
）
に
規
定
す
る
排
他
的
経
済
水
域
を
含

一



む
。
以
下
同
じ
。
）
の
上
空
に
お
い
て
破
壊
す
る
措
置
を
と
る
べ
き
旨
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

�

�
の
場
合
の
ほ
か
、
事
態
が
急
変
し
�
の
内
閣
総
理
大
臣
の
承
認
を
得
る
い
と
ま
が
な
く
我
が
国
に
向
け
て
弾
道
ミ
サ

イ
ル
等
が
飛
来
す
る
緊
急
の
場
合
に
お
け
る
我
が
国
領
域
に
お
け
る
人
命
又
は
財
産
に
対
す
る
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、

防
衛
大
臣
が
作
成
し
、
内
閣
総
理
大
臣
の
承
認
を
受
け
た
緊
急
対
処
要
領
に
従
い
、
あ
ら
か
じ
め
、
自
衛
隊
の
部
隊
に
対

し
、
我
が
国
に
向
け
て
現
に
飛
来
す
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
等
を
我
が
国
領
域
又
は
公
海
の
上
空
に
お
い
て
破
壊
す
る
措
置
を

と
る
べ
き
旨
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

二


